




■ m905 ACU( Audio Control Unit) Rear Panel
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<figure - DAC status>

<figure - SPL meter>
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■ General Setup
Setup スクリーンが表示されている時に【MONO】ボタンを押すことでGeneral Setup にアクセスすることが可能です。General Setup

に入り、再度【MONO】ボタンを押すことで次のセットアップ・スクリーンを表示させることができます（押していくたびにモードが

変わっていきます）。
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●  追記事項

ヘッドホンソース・セレクト

工場出荷時は、ヘッドホン出力は INPUT SELECT に追従しモニタリングするように設定されています。

内部ジャンパーの設定によって、ヘッドホン出力に CUE 信号（トークバックミックス）を送るように変更することが可能です。こ

の設定は、m905 のヘッドホンアンプをヘッドホンのモニタリングとしてご利用いただく場合に便利です。

ヘッドホンのソースのジャンパーを設定は、m905 内部のメイン PCB 上のジャンパ JP1 と JP2 を架け換えます。（m905 MAIN PCB

ジャンパー位置は、40ページをご参照ください。）

・AC電源コードのプラグを抜いて、m905 を AC電源から切り離します。 

・＃2プラスドライバを使用し、m905 からトップカバーを取り外します。

トップカバーには上部に 4つと各側面に 2つずつ、8本のネジがあります。

・ジャンパーを触る前に、帯電した静電気を除去するためにシャーシに触れてください。

・PCB 上のジャンパ JP1 と JP2 を架け換えます。

CUE 入力以外の入力ソースを聴く場合は、MON> CUE ボタンを押してください。



●  追記事項

トークバック・リモート・スイッチwith LED インジケータ

Talkback がアクティブな時に、LEDを点灯させるための電流を出力します。

5V電源から電流制限抵抗 330Ωを介し、RING 端子と SLEEVE 端子の間に電流を供給します。

外部トークバックスイッチを自作される場合、下記の図を参考に製作していただければ、トークバックの状態を示す LEDを追加で

きます。






